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物
流
に
ロ
ボ
ッ
ト・Ａ
Ｉ
導
入
を
検
討
す
る
そ
の
前
に

大
手
物
流
会
社
で
要
職
を
歴
任
後
、
外
資
系
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
設
立
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
戦
略
策
定
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

I
T
導
入
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
担
当
。そ
の
後
大
手
外
資
系

3
P
L
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。産
業
を

問
わ
ず
、各
種
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
。

前
田 

賢
二

株
式
会
社
ク
ニ
エ　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

ク
ニ
エ
は
N
T
T
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
す
。
様
々
な
変
革
に
挑
戦
さ
れ
る

お
客
様
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
高
度
な
専
門
性
と
経

験
を
有
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
幅
広
い
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
お
客
様
の
変
革
の
実
現
を
グ
ロ
ー

バ
ル
ベ
ー
ス
で
推
進
致
し
ま
す
。

産
業
界
を
悩
ま
せ
る
人
手
不
足
問
題
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
伴
い
、
省
人
化
の

切
り
札
と
し
て
注
目
が
集
ま
って
い
る
の
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な
ど
の
最
先

端
技
術
だ
。物
流
現
場
で
も
こ
れ
ら
の
最

先
端
技
術
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

専
門
家
の
見
解
は
異
な
る
。ロ
ボ
ッ
ト
導
入

を
検
討
す
る
前
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

あ
る
と
い
う
。そ
れ
は
、物
流
倉
庫
の
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
の
解
消
で
あ
る
。

今
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
も
物
流
現
場

の
課
題
解
消
に
は
繋
が
ら
な
い

　
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
、物
流

現
場
の
人
手
不
足
を
一
気
に
解
消
で
き
る
の

で
は
な
い
か―
―

。そ
の
よ
う
な
期
待
か
ら
、

最
先
端
技
術
の
導
入
に
関
心
を
寄
せ
る

企
業
も
少
な
く
な
い
。し
か
し
、「
物
流
へ

の
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
時
期
尚
早
」

と
語
る
の
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ク
ニ
エ
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
前
田
賢
二
氏
だ
。

　
「
物
流
は
、人
が
介
在
す
る
部
分
が
多
い
領

域
で
す
。
例
え
ば
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
簡
単
な
よ
う
に
見
え
て
人
間
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。誤
配
送
な
ど
の
ミ
ス
が
許
さ

れ
な
い
物
流
の
世
界
で
省
人
化
に
寄
与
で
き

る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
現
段
階
で
は
発
展
途
上
で

す
。現
に
大
手
Ｅ
Ｃ
企
業
な
ど
物
流
先
進
企

業
は
、
今
は
ま
だ
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
考
え
る
段

階
に
な
く
、マ
テ
ハン
に
よ
る
省
人
化
を
極
限

ま
で
追
求
し
、人
手
不
足
に
対
応
し
て
い
ま
す
」

　

む
し
ろ
先
進
企
業
の
強
さ
の
根
底
に
は
、

庫
内
作
業
効
率
の
可
視
性
が
あ
る
。
物
流

の
省
人
化
を
目
指
す
企
業
は
、ロ
ボ
ッ
ト
導

入
よ
り
も
、
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
前
田
氏
は
指
摘
す
る
。

　
「
物
流
の
中
で
最
も
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な

り
が
ち
な
の
が
庫
内
で
す
。W
M
S
（
庫
内

管
理
シ
ス
テ
ム
）※1
を
入
出
庫
管
理
や
在
庫

管
理
と
い
う
モ
ノ
の
管
理
や
、E
R
P
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
る
オ
カ
ネ
の
管
理
に
留
ま
って

い
る
企
業
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
W
M
S
の
本
来
の
役
割
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。実
は
時
代
が
求
め
る
省
人
化
に
繋
が

る
作
業
効
率
、生
産
性
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

経
営
ツ
ー
ル
な
の
で
す
。ま
ず
は
W
M
S
に
よっ

て
見
え
て
く
る
情
報
の
価
値
を
見
直
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
真
価
に
よ
り
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
を
解
消
し
、物
流
情
報
を
経
営
情

報
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
経

営
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
ま
す
。将
来
的

に
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
検
討
す
る
う
え
で
も
、

庫
内
情
報
の
可
視
化
が
大
前
提
で
す
」　

庫
内
可
視
化
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
管
理
で

物
流
を
戦
略
的
に
管
理
す
る

　

庫
内
の
作
業
効
率
を
可
視
化
し
、物
流

を
経
営
情
報
に
変
え
て
い
く
。前
田
氏
に
よ

る
と
、実
は
既
に
多
く
の
企
業
が
Ｗ
Ｍ
Ｓ
を
導

入
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、本
来
の
目
的

に
沿
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　
「
庫
内
作
業
情
報
の
可
視
化
を
し
、
標
準

化
を
図
る
こ
と
で
国
内
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
も
容
易
に

な
り
ま
す
。Ｋ
Ｐ
Ｉ
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
階
層

ご
と
に
設
定
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ
管

理
を
標
準
化
し
て
い
く
、
物
流
を
戦
略
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ク
ニエ
の
物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
で
は
、

Ｓ
＆
O
P
※２
の
チ
ー
ム
と
も
連
携
し
経
営

課
題
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。」（
前
田
氏
）

　

物
流
を
経
営
の
力
に
変
え
る
に
は
、
在
庫

管
理
や
作
業
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
だ
け
で
は

も
は
や
不
十
分
で
あ
る
。庫
内
生
産
性
の
可

視
化
と
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む

企
業
だ
け
が
、リ
ー
ド
す
る
時
代
で
あ
る
。

 
〜
物
流
倉
庫
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
解
消
せ
よ
〜

http://www.qunie.com/       info@qunie.com
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